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一 般 書 

 

『ありたい自分でいるために 

やっぱり私は働くことにした』 
日高 由記／著 （自由国民社） 

 

   普通の会社員なら定年退職を意識し始める年齢である 

53歳から初めて働き始めた著者。 

専業主婦から一念発起して、好きだった「英語」の勉強をし直し、 

75歳の現在でも現役の英会話学校の講師として活躍されています。 

「ただ、ぼーっとしているだけでは何も変わらないし、何も始まらない 

けれど、行動すれば見えてくることがある」とあとがきにあるように、 

どのようにして勉強を始めたか、どうやって仕事を続けてこられたかなど、 

「これからの人生」に参考になるヒントが満載です。 

 

 

 

 

 

「イギリスでお姫様のような旅がしてみたい」と出た 

祖母の言葉に、一族総出の支援の元、孫をお供にした 

八十代の五泊七日のイギリス旅行が決定！ 

飛行機はファーストクラス、ホテルの部屋はバトラー（客室係）付き、 

 オペラ鑑賞にオリエント急行でのディナー、アフタヌーンティーに 

ショッピングも……祖母姫も大満足の豪華な旅を追体験できます。 

自己肯定感が高く、自信に満ち溢れた祖母と正反対の孫娘、そしてその二人の 

旅をサポートする人々との交流は楽しく、時にホロリとさせられるエッセイです。 

  

 

 

新築分譲マンション、アドヴァンス・ヒルにはさまざまな 

悩みをかかえた人々が暮らしている。マンションの近くにある 

公園の古びたカバの遊具・カバヒコには、 

“自分の治したい部分と同じ部分を触ると回復する”という都市伝説があった。 

人々はカバヒコに悩みを打ち明けて・・・。 

 

カバヒコに触れることが自分を見つめなおすきっかけになる、 

誰もが抱える悩みに寄り添うやさしい物語です。 

 

 

児 童 書 

 

『本当に危ない闇バイトの話 ハンディ版』  
廣末 登・芳賀 恒人／監修 （金の星社） 

 

昨今、未成年者が事件に巻きこまれる事例が増加しています。 

それも被害者ではなく、犯行グループの一員として。 

「闇バイト」の「闇」は「実態が見えない」ということ。 

本書は過去に実際に闇バイトがかかわった事件として「特殊詐欺」 

「違法売買」の例がマンガでわかりやすく解説してあります。 

実際の手口や組織の実態を知ることで、自分と誰かを守ることができます。 

「自分は大丈夫・・・」と思わず、可能性に満ちた人生が台無しになること 

のないように、じっくりと読んで欲しい１冊です。 

 

 

 

 

 

 

 

 


